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３月定例会

　先日、スマートウオークフェスティバルが開催されました。
　スマートウオークとは、競歩にヒントを得た歩き方。
姿勢や骨盤を意識して歩くことで体幹や筋力の強化に効果があります。
　アドバイザーとして参加した出村美智子さん（写真一番左）は、
参加者から「いい汗をかき笑いもあって楽しかった」と言われたことがうれしかったようで
「これからもスマートウオークを盛り上げていきたい」と力強く語りました。　

　先日、スマートウオークフェスティバルが開催されました。
　スマートウオークとは、競歩にヒントを得た歩き方。
姿勢や骨盤を意識して歩くことで体幹や筋力の強化に効果があります。
　アドバイザーとして参加した出村美智子さん（写真一番左）は、
参加者から「いい汗をかき笑いもあって楽しかった」と言われたことがうれしかったようで
「これからもスマートウオークを盛り上げていきたい」と力強く語りました。　

今号の
表紙
スマートウオークで
健康な毎日を　
スマートウオークで
健康な毎日を　

目　次目　次
…………………………………………… 2  

………………………………… 3  
……………………… 4  

……………………………………… 6  
……………………………………………… 7  
……………………………………………… 8  

………………………14 
……16 

…………………………………………… 2  
………………………………… 3  

……………………… 4  
……………………………………… 6  

……………………………………………… 7  
……………………………………………… 8  

………………………14 
……16 

◉ 定例会報告
◉ 3 常任委員会の審査報告
◉ 予算決算常任委員会審査報告
◉ 討論・賛否一覧
◉ 代表質問
◉ 一般質問
◉ 市連合壮年団との意見交換会
◉ 議会日誌（1 月～3 月）・議会日程・編集後記

◉ 定例会報告
◉ 3 常任委員会の審査報告
◉ 予算決算常任委員会審査報告
◉ 討論・賛否一覧
◉ 代表質問
◉ 一般質問
◉ 市連合壮年団との意見交換会
◉ 議会日誌（1 月～3 月）・議会日程・編集後記



第53号　能美市議会だより第53号　能美市議会だより 23

長い間、お疲れ様でした。長い間、お疲れ様でした。

今定例会は、3月6日（月）から3月28日（火）までの23
日間の会期で開かれました。市長から提出された議案57
件をすべて可決・承認・同意しました。
また、議会議案として「『歩育基本法』制定を求める意

見書」を提出し、全会一致で可決。このほか、政務活動費
の透明性をより高めるため「能美市議会政務活動費の
交付に関する条例の一部を改正する条例」を提出し、全
会一致で可決しました。
主な議案の内容は以下のとおりです。

 平成29年3月定例会

ックアップピ

●平成29年度能美市一般会計予算（P4～P6に関連記事）

平成29年度一般会計当初予算は、編成時期が市長選挙と重なったことから、人件費や扶助費、公債費等
の義務的経費と施設管理費等の経常経費を中心とする『骨格予算』として編成されました。一般会計、特別
会計、企業会計の予算総額は、402億5,400万円であり、そのうち、一般会計の総額は、歳入歳出それぞれ
207億8,000万円。前年度予算と比較して12.2％の減となりました。
新規事業や政策判断を要する政策経費は、6月補正予算での計上が予定されています。

一般会計予算は207億8,000万円

政務活動に係る収支報告書や領収書等の閲覧を請求できる規定を定めました。これにより、政務活動費の
使途に関する透明性がより高くなることが期待されます。
なお、平成28年度分以降の政務活動費から適用し、閲覧の開始は、平成29年7月1日からとなります。

政務活動費の収支報告書や領収書等が閲覧可能に

２年間、いろんな知識をいた
だき本当に感謝している。
今まで教員として、行政とは
非常に縁遠い世界を主に生きて
きた。そういう中でいろんなこ
とを知ることができたことは、
これからの大きな財産になる。
知らないことがたくさんあっ
たということにも気づかされた。
こういう知見も加味して、引き
続き、教員委員の一員として市
の教育に貢献したい。

あっという間の３年間だった。
子供たちの安全・安心という重
責を背負いながら、充実した
日々を過ごすことができた。
所信で不易流行ということを
述べた。時代を越えて変わらな
い教育の根幹と、時代の変化と
ともに変えていくものに柔軟に
対応していく姿勢で教育行政の
仕事をさせていただいた。
能美市に誇りを持つ一市民と
して、今後も応援し続けたい。

８年間、議員の皆様方にはい
ろいろとご指導いただき感謝し
ている。
合併してから13年目に入り、
地方交付税が年々減少している。
その一方で、市税はこれからそ
んなに多くは期待できない。施
策の実施に当たっては、要望の
ある施策を全て実施することは
難しいと思う。めり張りをつけ、
収支均衡を考えた市政運営をお
願いしたい。

●平成28年度能美市一般会計補正予算

●能美市議会政務活動費の交付に関する条例の一部を改正する条例

平成28年度一般会計補正予算は、既定の歳入歳出予算の総額
にそれぞれ7,400万円を追加し、予算総額が248億8,300万円と
なりました。
なお、一般会計補正予算の主な内容については、次のとおりです。

◎ふるさと寄附金推進事業 ……………………… 3,287千円
ふるさと寄附金の増加に伴う寄附者への返礼品代や発送等に
かかる業務委託料

◎博物館解体事業 ……………………………… 69,296千円
新博物館建設に伴う現博物館及び辰口学習会館の解体工事費

歳入歳出予算の総額に7,400万円を追加補正

委員会審査報告
能美市公営企業の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例

水道事業の給水人口を49,950人とし、一日最大
給水量を27,000㎥とすること

Q　給水人口と一日最大給水量が現行からみ
て少なくなっているがその根拠は何か

A　人口推計による予測値では、最も給水人
口が多くなるのは平成32年度の49,935人で
ある。また、一日最大給水量は、給水人口
を基に生活用水量を算出し、業務・営業用
水量や既存工業用水量、その他水量などを
勘案して算出した。

能美市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例

学校運営協議会委員の報酬を新たに定めること

Q　学校運営協議会委員の具体的な仕事内容
は何か。選出方法は

A　校長が作成する学校の運営方針案を承認し、
実施した事業を評価する。選出方法は、ＰＴ
Ａや教職員、地域住民などから、校長が推薦
する。

能美市消防団活動拠点施設の設
置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例

３月末に完成の辰口分団活動拠点施設の名称や
位置を定めること

Q　４月１日から供用開始できるのか
A　現在の辰口分署に設置されている無線機器
等の移設が必要。供用開始は、５月中旬になる。

能美市税条例等の一部を改正する条例

平成２８年度分に限り適用されていた軽自動車税
のグリーン化特例を１年間延長し、軽自動車税の
税率を軽減すること等

Q　グリーン化特例の対象となる車種は何か
A　電気自動車やハイブリッド車などの環境に
やさしい車両が対象となる。

総　務

教育
福祉

産業
経済

　市長から提出された議案や請願は、４つの常任委員会に付
託し、より詳細な審査を行っています。主な審査内容は次の
とおりです（予算決算の審査内容はP4～P5に掲載）。

東　　正幸、田中策次郎
仙台　謙三
議長を除く全議員

近藤　啓子、嵐　　昭夫
森　　善克、田中大佐久

杉田　隆一、居村　清二
北村　周士山本　　悟

開道　昌信

近藤　　博

米田　敏勝

南山　修一

倉元　正順

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

嵐　　昭夫居村　清二予算決算

南　俊博
（教育委員長）

中嶋敏一
（教育長）

木村龍雄
（代表監査委員）

▲

解体が予定されている博物館と学習会館。
　現在展示されている作品は、新博物館に
　引き継がれる予定です

3月16日、教育委員長の役職として最後となった南俊博氏、任期満了に伴い、退任した教育長の中嶋敏一氏、
代表監査委員の木村龍雄氏が議場であいさつを述べました。
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　今定例会では、市長から提出された平成29年度の新年度予算に関する議案（10件）と
平成28年度補正予算に関する議案（8件）、専決処分の報告に関する議案（1件）につい
て審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行ったほか、
委員会を3つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、すべて
の議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。
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▲4月9日に開催されたスマートウオークフェスティバルに
　約200名の市民が参加。満開の桜の下を元気に歩きました
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米田 敏勝 議員

　3月28日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　骨格予算としての予算計上でありながら、大型の公共事業は継続事業としてそのま
ま予算化されている。
　市の財政をどの視点で使うかが問われており、能美根上スマートインターチェンジ
事業や寺井地区都市再生整備事業など、地域の合意がまだできていない公共事業継続
を見直し、暮らし応援予算に切り替えるべきである。
　また、学校教育予算に関連して、市単独で「学力向上推進事業費」が計上されている。
小学校５年、中学２年生に実施することはまさしく全国学力テスト対策。子どもも教
師も競争主義に追い込む事業は中止すべき。特別支援員２名の増員配置は評価するが、
教師の多忙を軽減させるための支援員の配置やカウンセラーの常駐化など、教育環境
改善によって、生徒と教師の触れ合う時間を確保することが必要なことである。
　このほか、個人情報流出の恐れがある社会保障・税番号制度費に関する予算も計上
されており、これらの観点から、この予算には反対する。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、
能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（北野　哲）は採決に加わりません。

杉
田

　隆
一

近
藤

　啓
子

東

　
　正
幸

米
田

　敏
勝

倉
元

　正
順

北
野

　
　哲

居
村

　清
二

南
山

　修
一

嵐

　
　昭
夫

開
道

　昌
信

田
中
策
次
郎

近
藤

　
　博

森

　
　善
克

田
中
大
佐
久

山
本

　
　悟

仙
台

　謙
三

北
村

　周
士

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

○

○

○

○

○

○
　

○

○

●

●

●

●

●

●
　

●

●

○

○

○

○

○

○
　

○

○

‐

‐

‐

‐

‐

‐
　

‐

‐

賛  成
東　正幸

議 員
(能美保守の会)

　今回の予算は、原則、新規の政策的事業費を除いた、人件費、扶助費、公債費等の義務
的経費や施設の維持管理費等の経常的経費、そして継続事業を中心に計上されている。
　また、緊急性が高く年度当初に事業を実施しなければ市民生活に影響を及ぼす事業
や、昨年３月に策定された能美創生総合戦略の基本コンセプトである「市民力と地域
力を高め“暮らしやすさを日本一、実感できるまち”」を具現化するための予算が計上。
移住・定住促進のためのプロモーション等を実施し、県外・市外の方に能美市の良さ
を知っていただく「移住・定住促進戦略事業」をはじめ、粉ミルクや紙おむつの購入助
成などにより「安心して子育てができる環境づくり」を推進する予算等が引き続き計
上されている。
　「骨格予算」とはいえ、新年度当初から市民が不便を感じないように配慮された予算
である。肉付け予算となる６月補正予算では、先送りした事業や、この度の選挙におい
て市長が公約した事業等、メリハリを持った予算編成となることを期待し賛同する。

●平成29年度一般会計予算

能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

平成29年度能美市国民健康保険特別会計予算 

平成29年度能美市後期高齢者医療特別会計予算 

平成29年度能美市介護保険特別会計予算 

平成28年度能美市一般会計補正予算（第５号） 

能美市個人情報保護条例及び能美市個人情報保護条例の
一部を改正する条例の一部を改正する条例 

能美市税条例等の一部を改正する条例 

平成29年度能美市一般会計予算 

財
政
の
硬
直
化
が
危
惧
さ
れ
る
。

今
後
、
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に

行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
の
か
　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
懸
念

す
べ
き
課
題
も
幾
つ
か
見
え
て
き

て
お
り
、
財
政
の
硬
直
化
も
危
惧
し
て

い
る
。
企
業
誘
致
等
に
よ
る
税
収
増

加
策
、
ま
た
行
政
評
価
に
よ
る
事
業

の
集
中
と
選
択
を
実
行
し
、
収
入
と

サ
ー
ビ
ス
の
二
律
背
反
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
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え
て
い
る
。
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ム
商
品
券
は
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る
の
か

大
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厳
し
い
財
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状
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で
は
あ

る
が
、
選
挙
公
約
と
し
て
「
ま

ち
・
ひ
と
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と
」
を
テ
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マ
に
７

つ
の
誓
い
を
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た
。

　
今
後
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的
な
企
業
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を
行
い
、

税
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を
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る
と
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に
、
行
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、
行
政
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価
を
推
進
し
、
事
業
の
集

中
と
選
択
を
実
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す
る
こ
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で
め
り
張

り
の
あ
る
予
算
措
置
に
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り
組
む
。
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、
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に
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れ
た
事
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で
の
経
済
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果
を
検
証

す
る
と
、
幾
つ
か
の
検
討
事
項
が
見
ら

れ
た
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
再
検
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し
た

上
で
、
国
、
県
の
動
向
も
注
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し
、
財

政
負
担
を
極
力
伴
わ
な
い
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策
も
含
め

検
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て
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く
。

う
も
の
は
感
じ
て
い
な
い
市
民
が
多
い

の
で
は
な
い
か
。
今
回
の
選
挙
で
地
域

間
の
感
情
や
溝
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
地

域
住
民
の
不
安
や
懸
念
を
払
拭
す
る
た

め
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
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ン
グ
を
通
じ
て
、

旧
３
町
の
特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
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り
を
進
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い
く
。
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企
業
誘
致
と
地
下
水
の
環
境
保
全

を
ど
う
両
立
し
て
い
く
の
か
　

一
昨
年
か
ら
の
地
下
水
位
低
下
に

よ
り
、地
下
水
が
貴
重
で
限
ら
れ

た
資
源
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、地

下
水
や
自
然
の
恵
み
が
も
た
ら
す
豊
か

な
地
球
環
境
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

　
能
美
市
の
よ
い
状
況
を
さ
ら
に
進
化

す
る
た
め
に
も
、
多
種
多
様
な
企
業
へ

の
誘
致
活
動
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
た
い
。
ま
た
、

企
業
が
事
業
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
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る
こ
と
も
肝
要
。
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通
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セ
ス
の

強
化
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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市
長
が
選
挙
戦
を
通
じ
て
訴
え
て

き
た
政
策
は
ど
れ
も
重
要
な
も
の

　
代
表
質
問
と
は
、
会
派
を
代
表
し
た
議
員
が
、
市
長
の
施
政
方
針
や

予
算
編
成
方
針
に
対
し
て
行
う
質
問
の
こ
と
で
す
。
施
政
方
針
や
予
算

編
成
方
針
な
ど
は
関
心
も
高
く
、
議
員
個
人
の
質
問
内
容
が
重
複
し
や

す
い
た
め
、
会
派
の
代
表
者
が
一
括
し
て
質
問
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
質
問
の
機
会
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
能
美
市
議
会
で
は
、
３
月

定
例
会
の
み
代
表
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き
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定
例
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は
、
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美
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守
の
会
を
代
表
し
て
３
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の
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が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

で
あ
る
が
、
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く
取
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む
べ
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、
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は
何
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る
か
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り
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。
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取
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、
費
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な
ど
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必
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。
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、
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生
の
モ
デ
ル
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ー
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と
称
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
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い
。
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し
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自
治
体
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営
を
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。
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互
の
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な
緊
張
感
を
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持
し
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上
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、
現
地
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に
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も
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に
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忘
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磋
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ー
ビ
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目
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き
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い
。

杉田 隆一 議員

東　 正幸 議員
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米田 敏勝 議員

　3月28日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　骨格予算としての予算計上でありながら、大型の公共事業は継続事業としてそのま
ま予算化されている。
　市の財政をどの視点で使うかが問われており、能美根上スマートインターチェンジ
事業や寺井地区都市再生整備事業など、地域の合意がまだできていない公共事業継続
を見直し、暮らし応援予算に切り替えるべきである。
　また、学校教育予算に関連して、市単独で「学力向上推進事業費」が計上されている。
小学校５年、中学２年生に実施することはまさしく全国学力テスト対策。子どもも教
師も競争主義に追い込む事業は中止すべき。特別支援員２名の増員配置は評価するが、
教師の多忙を軽減させるための支援員の配置やカウンセラーの常駐化など、教育環境
改善によって、生徒と教師の触れ合う時間を確保することが必要なことである。
　このほか、個人情報流出の恐れがある社会保障・税番号制度費に関する予算も計上
されており、これらの観点から、この予算には反対する。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、
能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長（北野　哲）は採決に加わりません。
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賛  成
東　正幸

議 員
(能美保守の会)

　今回の予算は、原則、新規の政策的事業費を除いた、人件費、扶助費、公債費等の義務
的経費や施設の維持管理費等の経常的経費、そして継続事業を中心に計上されている。
　また、緊急性が高く年度当初に事業を実施しなければ市民生活に影響を及ぼす事業
や、昨年３月に策定された能美創生総合戦略の基本コンセプトである「市民力と地域
力を高め“暮らしやすさを日本一、実感できるまち”」を具現化するための予算が計上。
移住・定住促進のためのプロモーション等を実施し、県外・市外の方に能美市の良さ
を知っていただく「移住・定住促進戦略事業」をはじめ、粉ミルクや紙おむつの購入助
成などにより「安心して子育てができる環境づくり」を推進する予算等が引き続き計
上されている。
　「骨格予算」とはいえ、新年度当初から市民が不便を感じないように配慮された予算
である。肉付け予算となる６月補正予算では、先送りした事業や、この度の選挙におい
て市長が公約した事業等、メリハリを持った予算編成となることを期待し賛同する。

●平成29年度一般会計予算

能美市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

平成29年度能美市国民健康保険特別会計予算 

平成29年度能美市後期高齢者医療特別会計予算 

平成29年度能美市介護保険特別会計予算 

平成28年度能美市一般会計補正予算（第５号） 

能美市個人情報保護条例及び能美市個人情報保護条例の
一部を改正する条例の一部を改正する条例 

能美市税条例等の一部を改正する条例 

平成29年度能美市一般会計予算 
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質
問
内
容
が
重
複
し
や

す
い
た
め
、
会
派
の
代
表
者
が
一
括
し
て
質
問
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
質
問
の
機
会
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
能
美
市
議
会
で
は
、
３
月

定
例
会
の
み
代
表
質
問
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
今
定
例
会
で
は
、
能
美

保
守
の
会
を
代
表
し
て
３
名
の
議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

で
あ
る
が
、
最
も
早
く
取
り
組
む
べ
き

課
題
、
ま
た
は
着
手
す
べ
き
課
題
は
何

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
　

市
長
に
就
任
以
来
、
執
行
部
か
ら

市
の
政
策
や
懸
案
事
項
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
取
り
組

む
べ
き
課
題
の
多
さ
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
は
、
現
地
現
場
を

訪
れ
、
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

取
り
組
む
。
ま
た
、
事
業
実
施
に
伴
う

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
、
費
用
対
効

果
な
ど
種
々
の
検
証
も
必
要
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
優
先

す
べ
き
課
題
を
し
っ
か
り
と
見
き
わ
め

な
が
ら
、
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

 

二
元
代
表
制

市
長
に
就
任
し
、強
大
な
権
限
が
付

与
さ
れ
た
。そ
の
責
任
の
重
圧
も
大

変
な
も
の
と
察
す
る
が
、二
元
代
表
制
に

対
す
る
思
い
や
市
長
と
し
て
の
決
意
は

議
会
と
市
長
は
と
も
に
市
民
を

代
表
し
て
お
り
、
独
立
、
対
等

の
関
係
に
あ
る
。
相
互
に
抑
制
と
均

衡
の
と
れ
た
関
係
を
構
築
し
な
が
ら

自
治
体
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
二
元

代
表
制
の
趣
旨
で
あ
る
。

　
相
互
の
適
切
な
緊
張
感
を
維
持
し
た

上
で
、
現
地
現
場
主
義
並
び
に
市
民

フ
ァ
ー
ス
ト
を
も
と
に
市
民
目
線
を
忘

れ
ず
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

杉田 隆一 議員

東　 正幸 議員

代
表

質
問

能美市議会

QA

QAQA

QQ A

QA A
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農
業
へ
の
理
解
と
支
援

農
業
は
中
山
間
地
の
環
境
保
全
や

治
水
や
地
下
水
保
全
に
も
大
き
く

役
立
っ
て
い
る
。
農
業
の
理
解
に
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
進
め
て
い
く
の
か

多
面
的
機
能
支
払
い
事
業
を
通
じ

農
家
と
非
農
家
が
共
同
活
動
を
行

い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
や
農

業
・
農
村
の
大
切
さ
、
地
域
農
業
を
維

持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
広
く
一
般
に

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

 
男
女
共
同
参
画

市
管
理
職
の
登
用
や
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
な
ど
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

女
性
管
理
職
や
市
の
各
審
議
会
は

目
標
に
近
づ
く
よ
う
働
き
か
け
る
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
男
女
の
人
権

尊
重
啓
発
活
動
に
関
し
て
講
演
会
・
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
や
制
度
の
説
明
会

な
ど
各
企
業
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

で
あ
り
、
学
校
と
教
育
委
員
会
で
対
策

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
教
員
の
意
識
改

革
に
加
え
、
学
校
の
役
割
を
明
確
に
し
、

そ
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

人
口
減
少
対
策

定
住
促
進
制
度
の
要
件
緩
和
を
図

れ定
住
促
進
助
成
交
付
金
制
度
の
拡

充
は
、
最
重
要
政
策
の
一
つ
と
し

て
推
し
進
め
、
制
度
の
見
直
し
も
考
え

て
い
る
。
主
な
も
の
と
し
て
、
三
世
代
、

親
世
代
と
の
同
居
や
近
居
の
推
進
を
は

じ
め
、
市
外
や
県
外
か
ら
の
移
住
者
を

増
加
さ
せ
る
た
め
の
制
度
拡
充
、
ま
た
、

若
い
世
代
の
方
が
住
宅
を
取
得
し
た
際

に
、
心
ば
か
り
の
経
済
支
援
が
で
き
な

い
か
検
討
す
る
余
地
も
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
も
十
分
に
配
慮
す

る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
ら
れ
を
力
点
に

置
い
た
め
り
張
り
の
あ
る
制
度
と
な
る

よ
う
制
度
設
計
を
し
て
い
く
。

 

教
員
の
負
担
軽
減

教
員
補
助
員
を
配
置
し
、
教
員
の

負
担
軽
減
を
図
れ

児
童
生
徒
と
の
心
の
交
流
を
大
切

に
す
る
た
め
、
昼
休
み
や
放
課
後

に
子
ど
も
と
元
気
よ
く
活
動
す
る
時
間

が
先
生
に
は
必
要
。
そ
の
時
間
を
確
保

す
る
た
め
、
補
助
員
の
業
務
内
容
や
配

置
及
び
時
間
数
等
を
検
討
し
た
い
。

退
職
教
員
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

主
な
業
務
内
容
と
そ
の
成
果
は

新
た
に
採
用
す
る
退
職
教
員
は
学

校
教
育
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
任
用
す
る
。

　
そ
の
豊
か
な
経
験
、
ベ
テ
ラ
ン
と
し

て
の
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
活
か
し
、

学
校
が
抱
え
る
諸
問
題
へ
の
解
決
の
方

策
を
検
討
し
、
こ
れ
を
実
行
出
来
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

教
員
の
意
識
改
革
が
な
け
れ
ば
負

担
軽
減
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

教
育
長
の
見
解
は
ど
う
か

前
例
踏
襲
か
ら
脱
却
す
る
等
学
校

や
教
員
の
意
識
改
革
も
大
変
重
要

問質般一問質般一

QA

QA

QAQA

田中 大佐久 議員
能美保守の会

▲教職員の負担軽減を

 

九
谷
焼
振
興
策

県
外
か
ら
来
て
九
谷
焼
事
業
者
で

働
く
若
者
に
も
後
継
者
支
援
策
の

拡
大
や
、
九
谷
陶
芸
村
の
活
性
化
に
若

手
作
家
と
子
育
て
世
代
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か

若
手
作
家
が
能
美
市
に
戻
る
よ
う

な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
、
新
し
い
視
点
で
の
陶

芸
村
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

環
境
施
策

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
市
民

や
子
ど
も
へ
の
環
境
教
育
、
ご
み

減
量
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

市
内
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
は

11
施
設
に
設
置
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
環
境
教

育
は
重
要
と
考
え
る
。
環
境
教
育
の
推

進
、
充
実
を
図
る
た
め
、
６
月
の
環
境

月
間
に
合
わ
せ
市
民
向
け
環
境
講
座
を

検
討
し
て
い
る
。

QAA

QAQA

▲子育て世代と九谷焼作家の
　交流で陶芸村の活性化を

Q

田中 策次郎 議員
能美保守の会

こ
れ
は
平
成
28
年
７
月
に
国
か
ら

認
定
を
受
け
た
、
経
営
発
達
支
援

計
画
を
踏
ま
え
て
策
定
を
し
た
独
自
の

条
例
で
あ
る
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
産
学
官
金
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在

能
美
市
産
業
振
興
会
議
の
設
置
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
定
数
10
人
以
内
と
な
っ
て
い
る
委
員

に
つ
い
て
は
、
市
内
企
業
、
小
規
模
事

業
者
、
経
済
団
体
、
金
融
機
関
及
び
学

識
経
験
者
の
中
か
ら
７
名
な
い
し
８
名

を
委
嘱
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
議
題

に
よ
っ
て
は
、
委
員
以
外
の
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
方
を
招
聘
し
、
検
証
も

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
活
発
な
議
論
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

部
活
動
の
移
動
費

の
と
里
山
海
道
で
の
中
学
校
の
野

球
部
の
生
徒
２
名
が
死
亡
し
た
事

故
を
受
け
、
県
内
各
自
治
体
で
は
部
活

動
移
動
時
の
補
助
に
予
算
の
増
額
を

図
っ
て
い
る
。
能
美
市
の
対
応
は

平
成
29
年
度
か
ら
、
公
共
交
通
機

関
や
民
間
業
者
の
バ
ス
の
貸
し
切

り
に
よ
る
移
動
を
最
優
先
に
し
て
い
く
。

予
算
面
で
は
、
公
式
大
会
に
参
加
す
る

た
め
に
必
要
な
旅
費
、
宿
泊
費
等
に
つ

い
て
は
一
定
の
基
準
に
よ
り
市
が
全
額

負
担
と
し
て
い
く
。
更
に
平
成
29
年
度

か
ら
教
員
、
保
護
者
の
自
家
用
車
の
使

用
に
限
り
、
万
が
一
の
移
動
中
の
事
故

に
対
し
て
、
同
乗
す
る
生
徒
を
対
象
と

し
た
傷
害
保
険
を
予
算
化
し
て
い
る
。

 

産
業
振
興
会
議

こ
の
程
制
定
さ
れ
た
能
美
市
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興
基
本

条
例
を
完
全
に
実
施
す
る
に
は
能
美
市

産
業
振
興
会
議
の
設
置
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う

QAQ

A

山本 　悟 議員
能美保守の会

▲部活動に励む中学生。遠征などで移動する際の安全確保を

 
ス
ポ
ー
ツ
で
国
際
交
流

北
陸
先
端
大
で
進
ん
で
い
る
屋
内

運
動
場
だ
が
、
国
際
交
流
の
拠
点

と
な
る
よ
う
、
利
用
方
法
に
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
は
ど
う
か

こ
の
施
設
が
完
成
後
市
民
に
開
放

さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
新
た
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
留
学
生
と
地
域
住

民
が
交
流
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
場
所
と
な
る
。
そ
の
際
は
多

く
の
人
に
国
際
交
流
を
身
近
に
感
じ
、

体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

国
際
交
流
推
進
の
為
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
に
多
言
語
を
習
得
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
て
は
ど
う
か

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
国
際
交
流
を

推
進
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
人
材
確
保
が
重
要
に
な
る
。

多
言
語
を
使
い
こ
な
す
人
員
育
成
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
言
語
習
得
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
創
設
可
能
か
検
討
し
た
い
。

 

北
陸
先
端
大
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

北
陸
先
端
大
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建

設
の
計
画
概
要
、
進
捗
状
況
は

北
陸
先
端
大
の
開
学
当
初
か
ら
の

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
屋
内
運
動
場

建
設
が
、
よ
う
や
く
実
現
に
こ
ぎ
つ
け

て
い
る
。
施
設
機
能
の
詳
細
に
つ
い
て

は
北
陸
先
端
大
が
事
業
主
体
と
な
り
進

め
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
の
単
年
度

で
整
備
さ
れ
る
よ
う
だ
。

大
学
の
付
属
施
設
だ
が
、
行
政
、

地
域
住
民
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か

市
と
し
て
は
建
設
用
地
を
無
償
で

貸
与
す
る
。
ま
た
給
排
水
や
ア
ク

セ
ス
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
面
を
整
備

す
る
。
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
高
台

に
位
置
し
て
い
る
強
み
を
生
か
し
た
河

川
災
害
時
等
の
緊
急
避
難
所
と
し
て
地

域
住
民
の
安
全
確
保
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
今
後
も
北
陸
先
端

大
と
は
学
官
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
よ

り
相
互
交
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
。

QAQA

QQ AA

開道 昌信 議員
真政会

▲小学生にスポーツの楽しさを伝える
　スポーツ推進員
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農
業
へ
の
理
解
と
支
援

農
業
は
中
山
間
地
の
環
境
保
全
や

治
水
や
地
下
水
保
全
に
も
大
き
く

役
立
っ
て
い
る
。
農
業
の
理
解
に
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
進
め
て
い
く
の
か

多
面
的
機
能
支
払
い
事
業
を
通
じ

農
家
と
非
農
家
が
共
同
活
動
を
行

い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
や
農

業
・
農
村
の
大
切
さ
、
地
域
農
業
を
維

持
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
広
く
一
般
に

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

 

男
女
共
同
参
画

市
管
理
職
の
登
用
や
女
性
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
な
ど
男
女
共
同
参
画

の
推
進
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か

女
性
管
理
職
や
市
の
各
審
議
会
は

目
標
に
近
づ
く
よ
う
働
き
か
け
る
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
男
女
の
人
権

尊
重
啓
発
活
動
に
関
し
て
講
演
会
・
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
や
制
度
の
説
明
会

な
ど
各
企
業
と
一
体
と
な
っ
て
事
業
を

展
開
し
て
い
き
た
い
。

で
あ
り
、
学
校
と
教
育
委
員
会
で
対
策

を
図
り
た
い
。
ま
た
、
教
員
の
意
識
改

革
に
加
え
、
学
校
の
役
割
を
明
確
に
し
、

そ
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

人
口
減
少
対
策

定
住
促
進
制
度
の
要
件
緩
和
を
図

れ定
住
促
進
助
成
交
付
金
制
度
の
拡

充
は
、
最
重
要
政
策
の
一
つ
と
し

て
推
し
進
め
、
制
度
の
見
直
し
も
考
え

て
い
る
。
主
な
も
の
と
し
て
、
三
世
代
、

親
世
代
と
の
同
居
や
近
居
の
推
進
を
は

じ
め
、
市
外
や
県
外
か
ら
の
移
住
者
を

増
加
さ
せ
る
た
め
の
制
度
拡
充
、
ま
た
、

若
い
世
代
の
方
が
住
宅
を
取
得
し
た
際

に
、
心
ば
か
り
の
経
済
支
援
が
で
き
な

い
か
検
討
す
る
余
地
も
あ
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
も
十
分
に
配
慮
す

る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
ら
れ
を
力
点
に

置
い
た
め
り
張
り
の
あ
る
制
度
と
な
る

よ
う
制
度
設
計
を
し
て
い
く
。

 

教
員
の
負
担
軽
減

教
員
補
助
員
を
配
置
し
、
教
員
の

負
担
軽
減
を
図
れ

児
童
生
徒
と
の
心
の
交
流
を
大
切

に
す
る
た
め
、
昼
休
み
や
放
課
後

に
子
ど
も
と
元
気
よ
く
活
動
す
る
時
間

が
先
生
に
は
必
要
。
そ
の
時
間
を
確
保

す
る
た
め
、
補
助
員
の
業
務
内
容
や
配

置
及
び
時
間
数
等
を
検
討
し
た
い
。

退
職
教
員
の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

主
な
業
務
内
容
と
そ
の
成
果
は

新
た
に
採
用
す
る
退
職
教
員
は
学

校
教
育
統
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
任
用
す
る
。

　
そ
の
豊
か
な
経
験
、
ベ
テ
ラ
ン
と
し

て
の
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
活
か
し
、

学
校
が
抱
え
る
諸
問
題
へ
の
解
決
の
方

策
を
検
討
し
、
こ
れ
を
実
行
出
来
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

教
員
の
意
識
改
革
が
な
け
れ
ば
負

担
軽
減
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

教
育
長
の
見
解
は
ど
う
か

前
例
踏
襲
か
ら
脱
却
す
る
等
学
校

や
教
員
の
意
識
改
革
も
大
変
重
要

問質般一問質般一
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QAQA

田中 大佐久 議員
能美保守の会

▲教職員の負担軽減を

 

九
谷
焼
振
興
策

県
外
か
ら
来
て
九
谷
焼
事
業
者
で

働
く
若
者
に
も
後
継
者
支
援
策
の

拡
大
や
、
九
谷
陶
芸
村
の
活
性
化
に
若

手
作
家
と
子
育
て
世
代
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
で
き
な
い
か

若
手
作
家
が
能
美
市
に
戻
る
よ
う

な
支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
し
た
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
、
新
し
い
視
点
で
の
陶

芸
村
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
向
け
て
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

環
境
施
策

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
、
市
民

や
子
ど
も
へ
の
環
境
教
育
、
ご
み

減
量
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

市
内
公
共
施
設
の
太
陽
光
発
電
は

11
施
設
に
設
置
、
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
設
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

21
世
紀
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
環
境
教

育
は
重
要
と
考
え
る
。
環
境
教
育
の
推

進
、
充
実
を
図
る
た
め
、
６
月
の
環
境

月
間
に
合
わ
せ
市
民
向
け
環
境
講
座
を

検
討
し
て
い
る
。

QAA

QAQA

▲子育て世代と九谷焼作家の
　交流で陶芸村の活性化を

Q

田中 策次郎 議員
能美保守の会

こ
れ
は
平
成
28
年
７
月
に
国
か
ら

認
定
を
受
け
た
、
経
営
発
達
支
援

計
画
を
踏
ま
え
て
策
定
を
し
た
独
自
の

条
例
で
あ
る
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
産
学
官
金
の

連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
現
在

能
美
市
産
業
振
興
会
議
の
設
置
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
定
数
10
人
以
内
と
な
っ
て
い
る
委
員

に
つ
い
て
は
、
市
内
企
業
、
小
規
模
事

業
者
、
経
済
団
体
、
金
融
機
関
及
び
学

識
経
験
者
の
中
か
ら
７
名
な
い
し
８
名

を
委
嘱
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
議
題

に
よ
っ
て
は
、
委
員
以
外
の
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
方
を
招
聘
し
、
検
証
も

行
っ
て
い
き
な
が
ら
、
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
活
発
な
議
論
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

 

部
活
動
の
移
動
費

の
と
里
山
海
道
で
の
中
学
校
の
野

球
部
の
生
徒
２
名
が
死
亡
し
た
事

故
を
受
け
、
県
内
各
自
治
体
で
は
部
活

動
移
動
時
の
補
助
に
予
算
の
増
額
を

図
っ
て
い
る
。
能
美
市
の
対
応
は

平
成
29
年
度
か
ら
、
公
共
交
通
機

関
や
民
間
業
者
の
バ
ス
の
貸
し
切

り
に
よ
る
移
動
を
最
優
先
に
し
て
い
く
。

予
算
面
で
は
、
公
式
大
会
に
参
加
す
る

た
め
に
必
要
な
旅
費
、
宿
泊
費
等
に
つ

い
て
は
一
定
の
基
準
に
よ
り
市
が
全
額

負
担
と
し
て
い
く
。
更
に
平
成
29
年
度

か
ら
教
員
、
保
護
者
の
自
家
用
車
の
使

用
に
限
り
、
万
が
一
の
移
動
中
の
事
故

に
対
し
て
、
同
乗
す
る
生
徒
を
対
象
と

し
た
傷
害
保
険
を
予
算
化
し
て
い
る
。

 

産
業
振
興
会
議

こ
の
程
制
定
さ
れ
た
能
美
市
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興
基
本

条
例
を
完
全
に
実
施
す
る
に
は
能
美
市

産
業
振
興
会
議
の
設
置
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
問
う

QAQ

A

山本 　悟 議員
能美保守の会

▲部活動に励む中学生。遠征などで移動する際の安全確保を

 

ス
ポ
ー
ツ
で
国
際
交
流

北
陸
先
端
大
で
進
ん
で
い
る
屋
内

運
動
場
だ
が
、
国
際
交
流
の
拠
点

と
な
る
よ
う
、
利
用
方
法
に
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
て
は
ど
う
か

こ
の
施
設
が
完
成
後
市
民
に
開
放

さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
新
た
に

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
留
学
生
と
地
域
住

民
が
交
流
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
場
所
と
な
る
。
そ
の
際
は
多

く
の
人
に
国
際
交
流
を
身
近
に
感
じ
、

体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

国
際
交
流
推
進
の
為
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員
に
多
言
語
を
習
得
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
創
設
し
て
は
ど
う
か

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
国
際
交
流
を

推
進
し
て
い
く
に
は
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
人
材
確
保
が
重
要
に
な
る
。

多
言
語
を
使
い
こ
な
す
人
員
育
成
は

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、
言
語
習
得
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
創
設
可
能
か
検
討
し
た
い
。

 

北
陸
先
端
大
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

北
陸
先
端
大
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
建

設
の
計
画
概
要
、
進
捗
状
況
は

北
陸
先
端
大
の
開
学
当
初
か
ら
の

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
屋
内
運
動
場

建
設
が
、
よ
う
や
く
実
現
に
こ
ぎ
つ
け

て
い
る
。
施
設
機
能
の
詳
細
に
つ
い
て

は
北
陸
先
端
大
が
事
業
主
体
と
な
り
進

め
て
い
る
が
、
平
成
29
年
度
の
単
年
度

で
整
備
さ
れ
る
よ
う
だ
。

大
学
の
付
属
施
設
だ
が
、
行
政
、

地
域
住
民
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

の
か

市
と
し
て
は
建
設
用
地
を
無
償
で

貸
与
す
る
。
ま
た
給
排
水
や
ア
ク

セ
ス
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
面
を
整
備

す
る
。
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
高
台

に
位
置
し
て
い
る
強
み
を
生
か
し
た
河

川
災
害
時
等
の
緊
急
避
難
所
と
し
て
地

域
住
民
の
安
全
確
保
に
寄
与
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。
今
後
も
北
陸
先
端

大
と
は
学
官
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
よ

り
相
互
交
流
が
活
発
に
な
る
よ
う
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
。

QAQA

QQ AA

開道 昌信 議員
真政会

▲小学生にスポーツの楽しさを伝える
　スポーツ推進員
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新
・
旧
博
物
館
計
画

新
博
物
館
の
建
設
構
想
と
能
美
市

立
博
物
館
の
解
体
計
画
は

新
博
物
館
で
は
「
白
山
曼
荼
羅

図
」
の
展
示
が
可
能
な
展
示
設
備

を
設
け
、
能
美
古
墳
群
等
の
歴
史
を
総

合
的
に
学
び
、
市
全
体
を
「
野
外
博
物

館
」
と
捉
え
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
的
な
位

置
づ
け
と
し
た
い
。

　
現
在
の
博
物
館
解
体
は
、
今
年
の
11

月
に
解
体
工
事
を
発
注
す
る
予
定
。
周

辺
施
設
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
安
全

確
保
を
行
い
た
い
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
は
、
今
後
も
必
要
で
あ
り
、

辰
口
福
祉
会
館
や
辰
口
図
書
館
で
代
替

と
な
る
機
能
を
検
討
し
た
い
。

 

辰
口
中
央
児
童
館
構
想

現
在
想
定
し
て
い
る
定
員
数
は
妥

当
で
あ
る
か

80
名
（
最
大
1
2
0
名
）
の
定
員

数
と
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

登
録
者
定
員
数
で
あ
る
。
現
在
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
状
況
は
、
市
内

平
均
で
26
．
7
％
で
あ
る
が
、
最
も
高

問質般一問質般一

 

幼
児
教
育
の
無
償
化

保
育
料
基
準
額
の
負
担
軽
減
拡
充

や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
第
２
子

以
降
と
病
児
・
病
後
児
保
育
の
保
育
料

無
料
化
を
図
れ

子
ど
も
は
宝
で
あ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
経
済
的
な
理
由
等
で
子
ど

も
を
持
て
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
子
宝

支
援
制
度
等
の
支
援
を
継
続
す
る
。
ま

た
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
保
育

園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
無

料
化
等
、
更
な
る
充
実
に
努
め
る
。

　
保
育
園
の
保
育
料
負
担
軽
減
は
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
第
２
子
無
料
化
と

ひ
と
り
親
世
帯
の
年
収
3
6
0
万
円
未

満
世
帯
で
第
１
子
か
ら
の
保
育
料
軽
減

を
検
討
し
て
い
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
第
２
子
の
保
育
料
軽
減
も
検
討
し
て

お
り
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
保
育
料

の
無
料
化
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
造
成
地

宅
地
・
研
究
所
・
企
業
用
地
等
の

整
備
計
画
を
問
う

石
川
県
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
、
立
地
環
境
の
優
位
性
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
、
更
な
る
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
。
整
備
は
、
県
が
進
出
企
業

の
要
望
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
で
分
譲
区
画
整
備
等
を
進
め
る
。

緑
地
や
進
入
道
路
・
公
園
等
の
市

管
理
地
を
明
確
に
せ
よ

今
年
の
２
月
末
日
で
「
い
し
か
わ

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
土
地
区
画
整

理
事
業
」
の
換
地
処
分
が
完
了
。
所
有

権
移
転
登
記
は
５
月
頃
と
な
る
が
、
３

月
か
ら
公
共
施
設
で
あ
る
緑
地
や
公
園
、

道
路
等
が
能
美
市
に
帰
属
さ
れ
た
。

集
落
周
辺
緑
地
の
鳥
獣
被
害
予
防

と
緩
衝
帯
整
備
費
の
予
算
化
を

緩
衝
帯
の
設
置
は
、
国
の
補
助
対

象
と
な
ら
な
い
た
め
、
予
算
化
は

厳
し
い
。
イ
ノ
シ
シ
侵
入
被
害
防
止
柵

周
辺
の
下
草
刈
り
は
抑
止
効
果
が
あ
り
、

継
続
し
て
実
施
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

QAQAQA

QQA

嵐　 昭夫 議員
市　民

 

高
齢
者
等
の
福
祉

行
方
不
明
者
の
最
近
の
状
況
を
問

う防
災
行
政
無
線
放
送
で
情
報
提
供

を
呼
び
か
け
た
ケ
ー
ス
は
、
平
成

25
年
度
が
２
件
、
平
成
26
年
度
が
３
件
、

平
成
27
年
度
が
４
件
。
平
成
28
年
度
は
、

現
時
点
で
２
件
で
あ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
齢
者
等
の
見
守
り
連
絡
網
の
構

築
を
図
れ

能
美
市
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
１
月

か
ら
開
始
し
た
。
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る

方
の
事
前
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

今
後
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
、
薬
局
、

ス
ー
パ
ー
等
へ
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。

　
徘
徊
は
ノ
ー
で
は
な
く
、
地
域
が
廊

下
と
し
て
安
心
し
て
徘
徊
で
き
る
ま
ち

を
地
域
全
体
で
目
指
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
認
知
症
を
隠
さ
ず
、
恥
じ
ず
、
見

守
り
支
え
合
え
る
地
域
社
会
の
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 

新
市
長
の
施
策
展
開

市
民
の
一
体
性
は
ど
の
よ
う
に
図

る
の
か

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通

し
て
市
民
の
素
直
な
声
や
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
直
接
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
市
の
一
体
性
の
た
め
に
努
力
す
る
。

市
長
戦
略
室
の
分
掌
事
務
や
機
能

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

企
画
振
興
部
を
新
設
し
、
そ
の
中

に
市
長
戦
略
室
を
設
置
す
る
。

　
選
挙
公
約
で
あ
る
現
地
現
場
主
義
、

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を
具
現
化
す
る
た
め
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
る
情
報
発
信
と
地
域
の
魅
力

の
掘
り
起
し
を
行
う
。
広
報
広
聴
部
門

も
含
め
る
こ
と
で
地
域
の
声
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
課
題
解

決
と
必
要
な
施
策
実
現
に
つ
な
げ
る
。

組
合
解
散
で
川
北
町
と
の
距
離
感

が
出
た
。
ど
う
連
携
し
て
い
く
か

広
域
事
務
組
合
の
一
つ
は
解
散
す

る
が
、
近
隣
の
市
町
と
し
て
こ
れ

ま
で
同
様
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

QAQAQA

QA QA

南山 修一 議員
勉　誠

日
本
郵
政
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
日
本
郵
政
か
ら
設
置
し
な
い
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
今
後
の
日
本
郵
政
へ
の
設
置
要
請
に

つ
い
て
は
、
駅
利
用
者
や
周
辺
住
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
が
第
一
で
あ
り
、
十
分

に
お
聞
き
し
た
上
で
、
検
討
し
た
い
。

 

高
齢
者
運
転
免
許
証

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納

制
度
に
つ
い
て
、
能
美
市
で
も
、

他
市
の
よ
う
な
特
典
の
種
類
を
拡
充
し

た
り
、
対
象
年
齢
を
現
在
の
70
歳
か
ら

65
歳
へ
引
き
下
げ
て
は
ど
う
か

能
美
市
内
で
も
65
歳
以
上
69
歳
以

下
の
免
許
返
納
者
は
毎
年
数
名
お

り
、
今
後
は
対
象
者
を
65
歳
に
引
き
下

げ
る
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
他
市
の
よ
う
な
特
典
の
種
類
の
拡
充

は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
制
度
利
用
者
が
「
の
み
バ
ス
フ
リ
ー

パ
ス
券
」
を
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
る

か
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
現
状
把
握

の
た
め
の
調
査
を
平
成
29
年
度
に
実
施

し
、
結
果
に
よ
っ
て
特
典
の
種
類
の
拡

充
な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

障
が
い
者
施
策

能
美
市
の
障
が
い
者
福
祉
施
策
は

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
の

か
。
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
と
考
え
る

か
、
既
に
充
足
し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う

現
在
、
「
第
３
期
障
が
い
者
計

画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
各
種
施
策
の
方
向
性
を
検
討

す
る
中
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
障
が

い
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
施

策
の
必
要
性
が
見
え
て
き
た
。

　
今
後
は
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
・
支
援
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、

障
が
い
者
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 

Ｊ
Ｒ
能
美
根
上
駅

旧
駅
舎
そ
ば
に
あ
っ
た
郵
便
ポ
ス

ト
が
新
駅
舎
に
な
り
撤
去
さ
れ
て

い
る
。
駅
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

新
駅
舎
ま
た
は
周
辺
に
早
期
の
ポ
ス
ト

の
設
置
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
は

平
成
24
年
に
旧
駅
舎
取
り
壊
し
に

際
し
、
新
駅
舎
完
成
ま
で
と
し
て

QQ AA

QA

仙台 謙三 議員
公明党

▲見守りSOSネットワークへの
登録が行方不明者等の早期発見
につながります

く
て
も
約
40
％
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、

今
後
児
童
が
増
加
し
て
も
、
周
辺
施
設

と
合
わ
せ
て
十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る
。

博
物
館
跡
地
や
「
の
み
で
ん
広
場
」
な

ど
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
能
美
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
最
大
限
の
工
夫
を

し
た
い
。

 

九
谷
焼
振
興
策

若
手
作
家
へ
の
支
援
、
職
人
の
育

成
施
策
、
資
料
館
収
蔵
品
の
充
実

を
図
れ九

谷
焼
後
継
者
の
育
成
に
は
様
々

な
方
面
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
活
用
や
、

新
規
市
場
開
拓
の
後
押
し
に
努
め
た
い
。

空
き
家
や
空
き
店
舗
を
用
い
た
支
援
の

拡
大
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
九
谷
焼
資
料
館
の
収
蔵
品
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
十

分
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

QAQA

QA

▲石川県指定文化財の絹本著色白山曼荼羅図

北村 周士 議員

▲研究開発施設が集積するいしかわサイエンスパーク

▲障がい者週間記念事業の一環で
行われた「ぼくらの街フェスin能美」。
DVD上映などで障がい者への
理解を深めました
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新
・
旧
博
物
館
計
画

新
博
物
館
の
建
設
構
想
と
能
美
市

立
博
物
館
の
解
体
計
画
は

新
博
物
館
で
は
「
白
山
曼
荼
羅

図
」
の
展
示
が
可
能
な
展
示
設
備

を
設
け
、
能
美
古
墳
群
等
の
歴
史
を
総

合
的
に
学
び
、
市
全
体
を
「
野
外
博
物

館
」
と
捉
え
た
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
的
な
位

置
づ
け
と
し
た
い
。

　
現
在
の
博
物
館
解
体
は
、
今
年
の
11

月
に
解
体
工
事
を
発
注
す
る
予
定
。
周

辺
施
設
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
安
全

確
保
を
行
い
た
い
。
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
は
、
今
後
も
必
要
で
あ
り
、

辰
口
福
祉
会
館
や
辰
口
図
書
館
で
代
替

と
な
る
機
能
を
検
討
し
た
い
。

 

辰
口
中
央
児
童
館
構
想

現
在
想
定
し
て
い
る
定
員
数
は
妥

当
で
あ
る
か

80
名
（
最
大
1
2
0
名
）
の
定
員

数
と
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

登
録
者
定
員
数
で
あ
る
。
現
在
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
状
況
は
、
市
内

平
均
で
26
．
7
％
で
あ
る
が
、
最
も
高

問質般一問質般一

 

幼
児
教
育
の
無
償
化

保
育
料
基
準
額
の
負
担
軽
減
拡
充

や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
第
２
子

以
降
と
病
児
・
病
後
児
保
育
の
保
育
料

無
料
化
を
図
れ

子
ど
も
は
宝
で
あ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
経
済
的
な
理
由
等
で
子
ど

も
を
持
て
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
子
宝

支
援
制
度
等
の
支
援
を
継
続
す
る
。
ま

た
、
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
保
育

園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
無

料
化
等
、
更
な
る
充
実
に
努
め
る
。

　
保
育
園
の
保
育
料
負
担
軽
減
は
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
第
２
子
無
料
化
と

ひ
と
り
親
世
帯
の
年
収
3
6
0
万
円
未

満
世
帯
で
第
１
子
か
ら
の
保
育
料
軽
減

を
検
討
し
て
い
る
。
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
第
２
子
の
保
育
料
軽
減
も
検
討
し
て

お
り
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
保
育
料

の
無
料
化
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
造
成
地

宅
地
・
研
究
所
・
企
業
用
地
等
の

整
備
計
画
を
問
う

石
川
県
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携

し
、
立
地
環
境
の
優
位
性
の
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
、
更
な
る
企
業
誘
致
に

取
り
組
む
。
整
備
は
、
県
が
進
出
企
業

の
要
望
に
応
じ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
で
分
譲
区
画
整
備
等
を
進
め
る
。

緑
地
や
進
入
道
路
・
公
園
等
の
市

管
理
地
を
明
確
に
せ
よ

今
年
の
２
月
末
日
で
「
い
し
か
わ

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
土
地
区
画
整

理
事
業
」
の
換
地
処
分
が
完
了
。
所
有

権
移
転
登
記
は
５
月
頃
と
な
る
が
、
３

月
か
ら
公
共
施
設
で
あ
る
緑
地
や
公
園
、

道
路
等
が
能
美
市
に
帰
属
さ
れ
た
。

集
落
周
辺
緑
地
の
鳥
獣
被
害
予
防

と
緩
衝
帯
整
備
費
の
予
算
化
を

緩
衝
帯
の
設
置
は
、
国
の
補
助
対

象
と
な
ら
な
い
た
め
、
予
算
化
は

厳
し
い
。
イ
ノ
シ
シ
侵
入
被
害
防
止
柵

周
辺
の
下
草
刈
り
は
抑
止
効
果
が
あ
り
、

継
続
し
て
実
施
す
る
予
算
を
計
上
し
た
。

QAQAQA

QQA

嵐　 昭夫 議員
市　民

 

高
齢
者
等
の
福
祉

行
方
不
明
者
の
最
近
の
状
況
を
問

う防
災
行
政
無
線
放
送
で
情
報
提
供

を
呼
び
か
け
た
ケ
ー
ス
は
、
平
成

25
年
度
が
２
件
、
平
成
26
年
度
が
３
件
、

平
成
27
年
度
が
４
件
。
平
成
28
年
度
は
、

現
時
点
で
２
件
で
あ
り
、
今
後
も
増
加

す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

高
齢
者
等
の
見
守
り
連
絡
網
の
構

築
を
図
れ

能
美
市
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
１
月

か
ら
開
始
し
た
。
徘
徊
の
恐
れ
の
あ
る

方
の
事
前
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

今
後
は
、
コ
ン
ビ
ニ
、
飲
食
店
、
薬
局
、

ス
ー
パ
ー
等
へ
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。

　
徘
徊
は
ノ
ー
で
は
な
く
、
地
域
が
廊

下
と
し
て
安
心
し
て
徘
徊
で
き
る
ま
ち

を
地
域
全
体
で
目
指
し
た
い
。
そ
の
た

め
に
認
知
症
を
隠
さ
ず
、
恥
じ
ず
、
見

守
り
支
え
合
え
る
地
域
社
会
の
意
識
向

上
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 

新
市
長
の
施
策
展
開

市
民
の
一
体
性
は
ど
の
よ
う
に
図

る
の
か

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
通

し
て
市
民
の
素
直
な
声
や
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
直
接
聞
き
な
が
ら
、
さ
ら

な
る
市
の
一
体
性
の
た
め
に
努
力
す
る
。

市
長
戦
略
室
の
分
掌
事
務
や
機
能

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

企
画
振
興
部
を
新
設
し
、
そ
の
中

に
市
長
戦
略
室
を
設
置
す
る
。

　
選
挙
公
約
で
あ
る
現
地
現
場
主
義
、

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
を
具
現
化
す
る
た
め
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
る
情
報
発
信
と
地
域
の
魅
力

の
掘
り
起
し
を
行
う
。
広
報
広
聴
部
門

も
含
め
る
こ
と
で
地
域
の
声
を
し
っ
か

り
と
把
握
し
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
課
題
解

決
と
必
要
な
施
策
実
現
に
つ
な
げ
る
。

組
合
解
散
で
川
北
町
と
の
距
離
感

が
出
た
。
ど
う
連
携
し
て
い
く
か

広
域
事
務
組
合
の
一
つ
は
解
散
す

る
が
、
近
隣
の
市
町
と
し
て
こ
れ

ま
で
同
様
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

QAQAQA

QA QA

南山 修一 議員
勉　誠

日
本
郵
政
に
よ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
日
本
郵
政
か
ら
設
置
し
な
い
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
今
後
の
日
本
郵
政
へ
の
設
置
要
請
に

つ
い
て
は
、
駅
利
用
者
や
周
辺
住
民
の

皆
さ
ん
の
要
望
が
第
一
で
あ
り
、
十
分

に
お
聞
き
し
た
上
で
、
検
討
し
た
い
。

 

高
齢
者
運
転
免
許
証

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納

制
度
に
つ
い
て
、
能
美
市
で
も
、

他
市
の
よ
う
な
特
典
の
種
類
を
拡
充
し

た
り
、
対
象
年
齢
を
現
在
の
70
歳
か
ら

65
歳
へ
引
き
下
げ
て
は
ど
う
か

能
美
市
内
で
も
65
歳
以
上
69
歳
以

下
の
免
許
返
納
者
は
毎
年
数
名
お

り
、
今
後
は
対
象
者
を
65
歳
に
引
き
下

げ
る
こ
と
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　
他
市
の
よ
う
な
特
典
の
種
類
の
拡
充

は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
制
度
利
用
者
が
「
の
み
バ
ス
フ
リ
ー

パ
ス
券
」
を
ど
の
程
度
利
用
し
て
い
る

か
把
握
し
て
い
な
い
の
で
、
現
状
把
握

の
た
め
の
調
査
を
平
成
29
年
度
に
実
施

し
、
結
果
に
よ
っ
て
特
典
の
種
類
の
拡

充
な
ど
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

障
が
い
者
施
策

能
美
市
の
障
が
い
者
福
祉
施
策
は

今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
の

か
。
さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
と
考
え
る

か
、
既
に
充
足
し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
か
、
市
長
の
見
解
を
問
う

現
在
、
「
第
３
期
障
が
い
者
計

画
」
を
策
定
し
て
お
り
、
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
各
種
施
策
の
方
向
性
を
検
討

す
る
中
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
障
が

い
の
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
施

策
の
必
要
性
が
見
え
て
き
た
。

　
今
後
は
、
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
・
支
援
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、

障
が
い
者
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 

Ｊ
Ｒ
能
美
根
上
駅

旧
駅
舎
そ
ば
に
あ
っ
た
郵
便
ポ
ス

ト
が
新
駅
舎
に
な
り
撤
去
さ
れ
て

い
る
。
駅
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
、

新
駅
舎
ま
た
は
周
辺
に
早
期
の
ポ
ス
ト

の
設
置
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
は

平
成
24
年
に
旧
駅
舎
取
り
壊
し
に

際
し
、
新
駅
舎
完
成
ま
で
と
し
て

QQ AA

QA

仙台 謙三 議員
公明党

▲見守りSOSネットワークへの
登録が行方不明者等の早期発見
につながります

く
て
も
約
40
％
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、

今
後
児
童
が
増
加
し
て
も
、
周
辺
施
設

と
合
わ
せ
て
十
分
に
対
応
可
能
で
あ
る
。

博
物
館
跡
地
や
「
の
み
で
ん
広
場
」
な

ど
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
能
美
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
る
よ
う
最
大
限
の
工
夫
を

し
た
い
。

 

九
谷
焼
振
興
策

若
手
作
家
へ
の
支
援
、
職
人
の
育

成
施
策
、
資
料
館
収
蔵
品
の
充
実

を
図
れ九

谷
焼
後
継
者
の
育
成
に
は
様
々

な
方
面
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
活
用
や
、

新
規
市
場
開
拓
の
後
押
し
に
努
め
た
い
。

空
き
家
や
空
き
店
舗
を
用
い
た
支
援
の

拡
大
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
九
谷
焼
資
料
館
の
収
蔵
品
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
十

分
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

QAQA

QA

▲石川県指定文化財の絹本著色白山曼荼羅図

北村 周士 議員

▲研究開発施設が集積するいしかわサイエンスパーク

▲障がい者週間記念事業の一環で
行われた「ぼくらの街フェスin能美」。
DVD上映などで障がい者への
理解を深めました
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辰
口
中
央
児
童
館
構
想

辰
口
中
央
児
童
館
の
建
設
と
周
辺

整
備
は
一
体
性
を
持
っ
て
取
り
組

む
べ
き
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
今
後
の

方
針
は新

し
い
辰
口
中
央
児
童
館
や
図
書

館
の
駐
車
場
の
配
置
、
車
や
人
の

進
入
動
線
、
「
の
み
で
ん
広
場
」
の
有

効
活
用
な
ど
、
能
美
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
公
共
ゾ
ー
ン
と
し
て
総

合
的
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
隣
接
地
の
取
得
も
前
向
き

に
進
め
た
い
。
ま
た
、
博
物
館
に
あ
る

遊
び
道
具
な
ど
が
使
え
な
い
か
、
さ
ら

に
能
美
電
車
輌
の
配
置
も
検
討
し
、
児

童
館
や
図
書
館
、
保
育
園
、
公
園
の
配

置
な
ど
各
施
設
の
持
ち
味
を
十
分
生
か

し
な
が
ら
、
市
民
が
集
い
、
遊
び
、
く

つ
ろ
げ
る
公
共
ゾ
ー
ン
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

問質般一問質般一

 
中
学
校
の
部
活
動

文
科
省
は
、
部
活
動
の
休
養
日
を

適
切
に
設
定
す
る
よ
う
通
知
を
出

し
た
。
能
美
市
の
実
態
は
ど
う
か
。
ま

た
、
教
員
の
長
時
間
の
時
間
外
勤
務
は

部
活
動
の
影
響
か
。
実
態
は
ど
う
か

能
美
市
内
３
中
学
校
は
週
１
回
の

部
活
動
休
養
日
を
設
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
の
11
月
と
12
月
の
教
職
員

の
土
曜
日
、
日
曜
日
の
部
活
動
指
導
の

た
め
の
出
勤
日
数
を
調
査
。
両
月
と
も

８
回
の
休
日
の
う
ち
、
平
均
す
る
と
約

３
日
間
の
出
勤
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
、
昨
年
12
月

か
ら
の
３
か
月
間
の
調
査
に
よ
る
と
最

大
で
月
80
時
間
の
教
員
が
い
た
。

生
徒
も
教
員
も
休
養
日
が
と
れ
る

よ
う
改
善
す
べ
き

南
加
賀
３
市
１
町
が
連
携
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
原
則
、
日
曜

日
を
部
活
動
休
養
日
の
方
向
で
協
議
。

　
文
科
省
は
「
部
活
動
の
あ
り
方
に
関

す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
す
る
。
そ
れ
を
参
考
に
能
美
市
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
部
活
動
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
検
討
す
る
。

 

水
道
料
金
の
引
き
上
げ

１
㎥
当
た
り
21
円
の
値
上
げ
計
画

を
出
し
て
い
る
が
、
市
民
の
納
得

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
市
民
生
活
に
ど

れ
く
ら
い
の
影
響
が
出
る
か
試
算
し
て

い
る
の
か

老
朽
化
し
た
水
道
管
路
の
更
新
や

県
水
受
水
の
た
め
の
財
源
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
や
む
な
く
料
金
を
値
上

げ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
水
道
料
金
値
上
げ
に
よ
り
、
各
施
設

等
の
利
用
料
金
の
見
直
し
対
応
が
ま
だ

明
確
で
な
く
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
等

の
試
算
が
で
き
な
い
状
況
。
値
上
げ
を

実
施
し
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
て
く
る
の
か
を
注
視
し
て
い
く
。

国
や
県
に
対
し
て
水
道
施
設
の
老

朽
管
更
新
や
耐
震
化
な
ど
に
要
す

る
工
事
費
の
財
政
支
援
を
求
め
、
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き

合
併
直
後
か
ら
毎
年
、
石
川
県
市

長
会
や
石
川
県
市
議
会
議
長
会
を

通
じ
て
国
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
支
援
を
要
望
し
て

い
く
。

QA

QAQA

QA

近藤 啓子 議員
日本共産党

検
証
を
行
い
、
学
校
の
全
教
職
員
に
取

り
組
み
を
提
起
す
る
な
ど
組
織
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

 

市
道
根
上
国
道
線
の
安
全
対
策

今
後
の
交
通
量
増
大
に
と
も
な
う

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
中
央

分
離
帯
の
設
置
を
検
討
せ
よ

根
上
国
道
線
は
沿
線
に
工
業
団
地

群
が
立
地
し
、
イ
ン
タ
ー
が
完
成

す
れ
ば
今
後
さ
ら
に
交
通
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
中
央
分
離
帯
の
設
置
は

安
全
で
円
滑
な
交
通
が
確
保
で
き
る
が
、

交
差
点
以
外
で
右
折
で
き
な
い
こ
と
に

よ
り
対
向
車
線
側
へ
の
移
動
が
制
限
さ

れ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
現

道
の
幅
員
の
中
で
対
応
を
検
討
し
た
い
。

交
差
点
で
は
右
折
専
用
車
線
が
あ

る
た
め
直
進
車
線
が
１
車
線
に
減

少
し
危
険
で
あ
る
。
直
進
２
車
線
右
折

１
車
線
の
常
時
確
保
は
で
き
な
い
か

今
後
の
交
通
量
の
増
加
を
考
え
る

と
、
交
差

点
で
の
車
線
減

少
の
解
消
は
必

要
と
考
え
て
い

る
。
安
全
で
円

滑
な
交
通
の
確

保
を
図
る
た
め
、

車
線
構
造
の
変

更
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

 

学
校
教
育

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
間
約
60

人
で
こ
こ
最
近
減
少
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
対
策
の
検
証

を
行
い
、
新
た
な
対
策
を
検
討
せ
よ

平
成
29
年
度
は
、
新
た
に
仮
称
能

美
市
不
登
校
等
対
策
会
議
を
設
置

す
る
。
教
育
委
員
会
や
健
康
福
祉
部
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
不
登
校
等
児
童

生
徒
が
抱
え
る
問
題
を
協
議
し
対
策
を

講
じ
て
い
く
。
そ
の
中
で
保
護
者
対

象
講
演
会
、
教
職
員
研
修
、
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
等
積
極
的
で

有
効
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
教
育
委
員
会
と
と
も
に
事
業
の
検

証
も
行
っ
て
い
く
。

事
務
補
助
員
配
置
の
前
に
、
教
師

の
事
務
作
業
が
全
て
児
童
生
徒
の

教
育
に
必
要
な
こ
と
か
ど
う
か
見
直
せ

学
力
調
査
結
果
の
分
析
な
ど
に
関

し
て
は
、
児
童
生
徒
の
個
々
の
状

況
、
学
級
集
団
、
学
校
全
体
の
取
り
組

み
を
検
証
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
学
校
で
は
、
管
理
職
、

教
務
主
任
、
研
究
主
任
な
ど
を
中
心
に

▲交通量が増えてきている市道根上国道線

QAQA

QAQA

 

宮
竹
小
校
下
の
人
口
目
標
対
策

北
陸
先
端
大
周
辺
の
一
部
を
快
適

居
住
ゾ
ー
ン
と
し
て
開
発
し
、
宮

竹
小
校
下
の
人
口
減
少
対
策
を
せ
よ

い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

造
成
地
活
用
は
、
人
口
減
少
社
会

を
背
景
と
し
て
県
当
局
も
難
し
い
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
推
測
。
県

当
局
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
、

土
地
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
将
来
人
口
目
標
の
実
現
と
振
興
に
向

け
、
三
世
代
、
親
世
代
同
居
や
近
居
を

推
進
し
て
い
く
。
岩
内
工
業
団
地
や
ゴ

ル
フ
場
、
里
山
の
豊
か
な
自
然
が
す
ぐ

そ
ば
に
あ
る
と
い
う
強
み
を
県
外
、
市

外
へ
も
発
信
し
な
が
ら
、
移
住
・
定
住

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
は
、
土
地

の
確
保
が
重
要
。
宮
竹
小
校
下
周

辺
の
宅
地
造
成
を
総
合
計
画
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
め

住
宅
地
の
計
画
は
、
農
業
振
興
地

域
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
の
要
望
や
意
見

を
聞
き
、
適
正
な
計
画
を
立
て
て
い
く
。

QA

QA

QA

森　 善克 議員
能美保守の会

童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
は
県
内
で
も
低
料

金
で
あ
り
、保
育
園
の
保
育
料
も
独
自

で
軽
減
し
て
い
る
。

　
保
育
士
の
確
保
や
採
用
は
、現
時
点

で
は
で
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
は「
の
み
っ
子
体
力
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
計
画
を
予
定
。子
育

て
支
援
施
策
は
他
市
と
比
べ
て
も
遜
色

な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

 

母
親
・
幼
児
教
育

今
後
は
幼
児
教
育
と
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）が
課
題
。子
ど
も
と
接
す
る

時
間
の
長
い
母
親
の
子
育
て
教
育
、保

育
園
で
の
特
色
あ
る
教
育
に
取
り
組
め

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
先

輩
マ
マ
や
同
世
代
マ
マ
と
の
話
し
合

い
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
。子
育

て
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
責
任

感
が
芽
生
え
る
よ
う
な
行
事
や
講
座
を
活

用
し
、親
へ
の
教
育
や
成
長
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、小
児
科
医
に
よ
る
父
母
へ
の
講
座

も
開
催
し
て
い
る
。保
育
所
で
は
、五
感
を

使
っ
た
遊
び
を
全
身
で
行
う
こ
と
で
感
性

を
豊
か
に

し
、情
操
教

育
も
地
域

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の

活
動
等
を

通

じ

て

行
っ
て
い
る
。

 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
総
合
力
催
事
を

行
い
、信
頼
関
係
を
築
け
。そ
の
後
、

戦
略
地
域
や
他
の
Ｓ
Ｃ
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化

を
せ
よ地

域
ブ
ラ
ン
ド
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
向
上
を
掲
げ
、さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

30
〜
40
代
の
子
ど
も
を
持
つ
主
婦
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
イ
オ
ン
モ
ー

ル
で
の
催
事
は
、子
育
て
に
優
し
い
能
美

市
と
し
て
は
的
を
射
た
取
り
組
み
で
あ

る
。全
国
へ
向
け
て
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
が
見
え
て
く
る
。

 

子
育
て
支
援

国・県
で
は
子
育
て
支
援
施
策
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。ま
た
、保
育
士

確
保
の
た
め
に
、学
生
を
対
象
と
し
た
奨

学
金
制
度
を
創
設
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

能
美
市
の
対
応
は
ど
う
か

県
の
施
策
は
各
市
町
と
の
連
携
に

て
行
う
も
の
で
あ
り
、そ
の
趣
旨

に
賛
同
し
実
施
し
て
い
る
。放
課
後
児

QA

QA

QA

近藤 　博 議員
能美保守の会

居村 清二 議員
能美保守の会

▲家庭、地域、保育所が一体となった
特徴ある子育施策の展開を

▲周辺施設の特徴を生かし、一体性のある整備を
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辰
口
中
央
児
童
館
構
想

辰
口
中
央
児
童
館
の
建
設
と
周
辺

整
備
は
一
体
性
を
持
っ
て
取
り
組

む
べ
き
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
今
後
の

方
針
は新

し
い
辰
口
中
央
児
童
館
や
図
書

館
の
駐
車
場
の
配
置
、
車
や
人
の

進
入
動
線
、
「
の
み
で
ん
広
場
」
の
有

効
活
用
な
ど
、
能
美
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
公
共
ゾ
ー
ン
と
し
て
総

合
的
な
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
、
隣
接
地
の
取
得
も
前
向
き

に
進
め
た
い
。
ま
た
、
博
物
館
に
あ
る

遊
び
道
具
な
ど
が
使
え
な
い
か
、
さ
ら

に
能
美
電
車
輌
の
配
置
も
検
討
し
、
児

童
館
や
図
書
館
、
保
育
園
、
公
園
の
配

置
な
ど
各
施
設
の
持
ち
味
を
十
分
生
か

し
な
が
ら
、
市
民
が
集
い
、
遊
び
、
く

つ
ろ
げ
る
公
共
ゾ
ー
ン
と
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

問質般一問質般一

 

中
学
校
の
部
活
動

文
科
省
は
、
部
活
動
の
休
養
日
を

適
切
に
設
定
す
る
よ
う
通
知
を
出

し
た
。
能
美
市
の
実
態
は
ど
う
か
。
ま

た
、
教
員
の
長
時
間
の
時
間
外
勤
務
は

部
活
動
の
影
響
か
。
実
態
は
ど
う
か

能
美
市
内
３
中
学
校
は
週
１
回
の

部
活
動
休
養
日
を
設
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
昨
年
の
11
月
と
12
月
の
教
職
員

の
土
曜
日
、
日
曜
日
の
部
活
動
指
導
の

た
め
の
出
勤
日
数
を
調
査
。
両
月
と
も

８
回
の
休
日
の
う
ち
、
平
均
す
る
と
約

３
日
間
の
出
勤
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。

　
時
間
外
勤
務
の
実
態
は
、
昨
年
12
月

か
ら
の
３
か
月
間
の
調
査
に
よ
る
と
最

大
で
月
80
時
間
の
教
員
が
い
た
。

生
徒
も
教
員
も
休
養
日
が
と
れ
る

よ
う
改
善
す
べ
き

南
加
賀
３
市
１
町
が
連
携
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
原
則
、
日
曜

日
を
部
活
動
休
養
日
の
方
向
で
協
議
。

　
文
科
省
は
「
部
活
動
の
あ
り
方
に
関

す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
す
る
。
そ
れ
を
参
考
に
能
美
市
教
育

委
員
会
と
し
て
も
、
部
活
動
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
検
討
す
る
。

 

水
道
料
金
の
引
き
上
げ

１
㎥
当
た
り
21
円
の
値
上
げ
計
画

を
出
し
て
い
る
が
、
市
民
の
納
得

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
市
民
生
活
に
ど

れ
く
ら
い
の
影
響
が
出
る
か
試
算
し
て

い
る
の
か

老
朽
化
し
た
水
道
管
路
の
更
新
や

県
水
受
水
の
た
め
の
財
源
確
保
が

必
要
で
あ
り
、
や
む
な
く
料
金
を
値
上

げ
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
水
道
料
金
値
上
げ
に
よ
り
、
各
施
設

等
の
利
用
料
金
の
見
直
し
対
応
が
ま
だ

明
確
で
な
く
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
等

の
試
算
が
で
き
な
い
状
況
。
値
上
げ
を

実
施
し
て
い
く
中
で
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
て
く
る
の
か
を
注
視
し
て
い
く
。

国
や
県
に
対
し
て
水
道
施
設
の
老

朽
管
更
新
や
耐
震
化
な
ど
に
要
す

る
工
事
費
の
財
政
支
援
を
求
め
、
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き

合
併
直
後
か
ら
毎
年
、
石
川
県
市

長
会
や
石
川
県
市
議
会
議
長
会
を

通
じ
て
国
に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

今
後
も
、
引
き
続
き
支
援
を
要
望
し
て

い
く
。

QA

QAQA
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近藤 啓子 議員
日本共産党

検
証
を
行
い
、
学
校
の
全
教
職
員
に
取

り
組
み
を
提
起
す
る
な
ど
組
織
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

 

市
道
根
上
国
道
線
の
安
全
対
策

今
後
の
交
通
量
増
大
に
と
も
な
う

交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
中
央

分
離
帯
の
設
置
を
検
討
せ
よ

根
上
国
道
線
は
沿
線
に
工
業
団
地

群
が
立
地
し
、
イ
ン
タ
ー
が
完
成

す
れ
ば
今
後
さ
ら
に
交
通
量
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
中
央
分
離
帯
の
設
置
は

安
全
で
円
滑
な
交
通
が
確
保
で
き
る
が
、

交
差
点
以
外
で
右
折
で
き
な
い
こ
と
に

よ
り
対
向
車
線
側
へ
の
移
動
が
制
限
さ

れ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
現

道
の
幅
員
の
中
で
対
応
を
検
討
し
た
い
。

交
差
点
で
は
右
折
専
用
車
線
が
あ

る
た
め
直
進
車
線
が
１
車
線
に
減

少
し
危
険
で
あ
る
。
直
進
２
車
線
右
折

１
車
線
の
常
時
確
保
は
で
き
な
い
か

今
後
の
交
通
量
の
増
加
を
考
え
る

と
、
交
差

点
で
の
車
線
減

少
の
解
消
は
必

要
と
考
え
て
い

る
。
安
全
で
円

滑
な
交
通
の
確

保
を
図
る
た
め
、

車
線
構
造
の
変

更
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

 

学
校
教
育

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
間
約
60

人
で
こ
こ
最
近
減
少
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
対
策
の
検
証

を
行
い
、
新
た
な
対
策
を
検
討
せ
よ

平
成
29
年
度
は
、
新
た
に
仮
称
能

美
市
不
登
校
等
対
策
会
議
を
設
置

す
る
。
教
育
委
員
会
や
健
康
福
祉
部
、

関
係
機
関
が
連
携
し
、
不
登
校
等
児
童

生
徒
が
抱
え
る
問
題
を
協
議
し
対
策
を

講
じ
て
い
く
。
そ
の
中
で
保
護
者
対

象
講
演
会
、
教
職
員
研
修
、
啓
発

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
等
積
極
的
で

有
効
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
教
育
委
員
会
と
と
も
に
事
業
の
検

証
も
行
っ
て
い
く
。

事
務
補
助
員
配
置
の
前
に
、
教
師

の
事
務
作
業
が
全
て
児
童
生
徒
の

教
育
に
必
要
な
こ
と
か
ど
う
か
見
直
せ

学
力
調
査
結
果
の
分
析
な
ど
に
関

し
て
は
、
児
童
生
徒
の
個
々
の
状

況
、
学
級
集
団
、
学
校
全
体
の
取
り
組

み
を
検
証
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
学
校
で
は
、
管
理
職
、

教
務
主
任
、
研
究
主
任
な
ど
を
中
心
に

▲交通量が増えてきている市道根上国道線

QAQA

QAQA

 

宮
竹
小
校
下
の
人
口
目
標
対
策

北
陸
先
端
大
周
辺
の
一
部
を
快
適

居
住
ゾ
ー
ン
と
し
て
開
発
し
、
宮

竹
小
校
下
の
人
口
減
少
対
策
を
せ
よ

い
し
か
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の

造
成
地
活
用
は
、
人
口
減
少
社
会

を
背
景
と
し
て
県
当
局
も
難
し
い
判
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
推
測
。
県

当
局
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
図
り
、

土
地
の
有
効
利
用
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
将
来
人
口
目
標
の
実
現
と
振
興
に
向

け
、
三
世
代
、
親
世
代
同
居
や
近
居
を

推
進
し
て
い
く
。
岩
内
工
業
団
地
や
ゴ

ル
フ
場
、
里
山
の
豊
か
な
自
然
が
す
ぐ

そ
ば
に
あ
る
と
い
う
強
み
を
県
外
、
市

外
へ
も
発
信
し
な
が
ら
、
移
住
・
定
住

施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

移
住
・
定
住
の
促
進
に
は
、
土
地

の
確
保
が
重
要
。
宮
竹
小
校
下
周

辺
の
宅
地
造
成
を
総
合
計
画
や
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
め

住
宅
地
の
計
画
は
、
農
業
振
興
地

域
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
の
要
望
や
意
見

を
聞
き
、
適
正
な
計
画
を
立
て
て
い
く
。

QA

QA
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森　 善克 議員
能美保守の会

童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
は
県
内
で
も
低
料

金
で
あ
り
、保
育
園
の
保
育
料
も
独
自

で
軽
減
し
て
い
る
。

　
保
育
士
の
確
保
や
採
用
は
、現
時
点

で
は
で
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
は「
の
み
っ
子
体
力
向

上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
計
画
を
予
定
。子
育

て
支
援
施
策
は
他
市
と
比
べ
て
も
遜
色

な
い
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

 

母
親
・
幼
児
教
育

今
後
は
幼
児
教
育
と
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）が
課
題
。子
ど
も
と
接
す
る

時
間
の
長
い
母
親
の
子
育
て
教
育
、保

育
園
で
の
特
色
あ
る
教
育
に
取
り
組
め

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
先

輩
マ
マ
や
同
世
代
マ
マ
と
の
話
し
合

い
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
。子
育

て
の
楽
し
さ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
責
任

感
が
芽
生
え
る
よ
う
な
行
事
や
講
座
を
活

用
し
、親
へ
の
教
育
や
成
長
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、小
児
科
医
に
よ
る
父
母
へ
の
講
座

も
開
催
し
て
い
る
。保
育
所
で
は
、五
感
を

使
っ
た
遊
び
を
全
身
で
行
う
こ
と
で
感
性

を
豊
か
に

し
、情
操
教

育
も
地
域

の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の

活
動
等
を

通

じ

て

行
っ
て
い
る
。

 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

イ
オ
ン
モ
ー
ル
で
総
合
力
催
事
を

行
い
、信
頼
関
係
を
築
け
。そ
の
後
、

戦
略
地
域
や
他
の
Ｓ
Ｃ
を
紹
介
し
て
も

ら
い
、商
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化

を
せ
よ地

域
ブ
ラ
ン
ド
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン

グ
向
上
を
掲
げ
、さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

30
〜
40
代
の
子
ど
も
を
持
つ
主
婦
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
イ
オ
ン
モ
ー

ル
で
の
催
事
は
、子
育
て
に
優
し
い
能
美

市
と
し
て
は
的
を
射
た
取
り
組
み
で
あ

る
。全
国
へ
向
け
て
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
展
開
が
見
え
て
く
る
。

 

子
育
て
支
援

国・県
で
は
子
育
て
支
援
施
策
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。ま
た
、保
育
士

確
保
の
た
め
に
、学
生
を
対
象
と
し
た
奨

学
金
制
度
を
創
設
し
た
自
治
体
も
あ
る
。

能
美
市
の
対
応
は
ど
う
か

県
の
施
策
は
各
市
町
と
の
連
携
に

て
行
う
も
の
で
あ
り
、そ
の
趣
旨

に
賛
同
し
実
施
し
て
い
る
。放
課
後
児

QA
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近藤 　博 議員
能美保守の会

居村 清二 議員
能美保守の会

▲家庭、地域、保育所が一体となった
特徴ある子育施策の展開を

▲周辺施設の特徴を生かし、一体性のある整備を



第53号　能美市議会だより第53号　能美市議会だより 1415

市連合壮年団 × 市議会
「子育て」「企業」「福祉」「住環境」を
テーマに意見交換
2月26日（日）、能美市連合壮年団が主催する「市政懇談会」に市議
会議員が出向き、ワークショップ形式で意見交換を行いました。

こ
ん
な
意
見
が

　出
さ
れ
ま
し
た

お茶やコーヒーを
飲みながら、和や
かな雰囲気で行わ
れました。

市連合壮年団員
46名が参加。
日々の暮らしに
対する思いや提
案を議員にぶつ
けました。

議員も壮年団員の声に
真剣に耳を傾けました。
出された意見や提案は、
一般質問等を通じて市
政に届けていきます。

真剣な表情で議員の話しを聞
く市連合壮年団の藤本団長
（写真中央）。
終了後には「初めての試みで
不安もあったが内容の濃い意
見交換ができた」と感想を述
べました。

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化

　
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
素
晴
ら
し

い
が
、
安
易
に
利
用
さ
れ
て
い
る
面
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
制
度
継
続
の
た
め
に

も
、
安
易
な
利
用
を
控
え
る
こ
と
を
周
知

し
て
は
ど
う
か
。

通
学
路

　
企
業
誘
致
等
で
車
の
交
通
量
が
増
え
た

の
で
は
な
い
か
。
通
学
路
の
安
全
確
保
に

努
め
て
ほ
し
い
。

公
共
交
通

　
辰
口
地
区
は
通
学
が
不
便
。
小
松
市
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
連
携
が
と
れ
な
い

か
。

企
業
誘
致

　
工
業
・
商
業
・
農
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

や
り
な
が
ら
企
業
誘
致
を
進
め
て
ほ
し
い
。

誘
致
企
業
と
地
元
企
業
と
の
連
携
や
取
り

引
き
も
必
要
。
企
業
誘
致
で
地
元
企
業
も

潤
う
よ
う
に
。

高
齢
者
福
祉

　
高
齢
に
な
れ
ば
運
転
免
許
証
の
返
納
は

仕
方
な
い
が
、
そ
の
対
策
が
必
要
。
買
い

物
支
援
の
補
助
や
電
動
車
購
入
の
補
助
制

度
が
あ
れ
ば
よ
い
。

移
住
者
の
増
加

　
移
住
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
能
美

市
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど
う
か
。
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見交換ができた」と感想を述
べました。

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化

　
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
素
晴
ら
し

い
が
、
安
易
に
利
用
さ
れ
て
い
る
面
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
制
度
継
続
の
た
め
に

も
、
安
易
な
利
用
を
控
え
る
こ
と
を
周
知

し
て
は
ど
う
か
。

通
学
路

　
企
業
誘
致
等
で
車
の
交
通
量
が
増
え
た

の
で
は
な
い
か
。
通
学
路
の
安
全
確
保
に

努
め
て
ほ
し
い
。

公
共
交
通

　
辰
口
地
区
は
通
学
が
不
便
。
小
松
市
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
連
携
が
と
れ
な
い

か
。

企
業
誘
致

　
工
業
・
商
業
・
農
業
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

や
り
な
が
ら
企
業
誘
致
を
進
め
て
ほ
し
い
。

誘
致
企
業
と
地
元
企
業
と
の
連
携
や
取
り

引
き
も
必
要
。
企
業
誘
致
で
地
元
企
業
も

潤
う
よ
う
に
。

高
齢
者
福
祉

　
高
齢
に
な
れ
ば
運
転
免
許
証
の
返
納
は

仕
方
な
い
が
、
そ
の
対
策
が
必
要
。
買
い

物
支
援
の
補
助
や
電
動
車
購
入
の
補
助
制

度
が
あ
れ
ば
よ
い
。

移
住
者
の
増
加

　
移
住
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
能
美

市
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
を
し
て
は
ど
う
か
。



能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

編 集 後 記
井出新市長招集の平成29年第1回定例議会が行わ

れました。新市長への期待の表れでしょうか、代表
質問・一般質問に15人の議員が登壇、市長所信・市
政一般について質しました。

ところで今回審議された3月当初予算は、先の2月
に執行された市長任期満了に伴う選挙の関係で、義
務的経費を中心に編成された骨格予算となっていま

す。新市長の想いがこもる政策的経費は裁定を経て、
この後6月に補正予算が組まれることになります。
大いに楽しみなところです。

人口減少社会を迎え、将来を見据えた喫緊の課題
が山積みです。市政に滞りがあってはなりません。
議会も行政共々しっかりとこれに対処すべく、気を
引き締めて新年度のスタートを切ります。

（開道昌信）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想
検索能美市議会映像配信

第53号　能美市議会だより 16

〒923-1297 能美市来丸町 1110 番地
能美市議会事務局
Ｔ Ｅ Ｌ：（0761）58-2240
Ｆ Ａ Ｘ：（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

本会議の録画映像を
HPで配信しています

皆さまお気軽に傍聴に
お越しください

平成29年

６月定例会のお知らせ
（会期：６月５日～６月23日）

●６月 ５日㈪ 提案理由説明
●６月14日㈬ 一般質問
●６月15日㈭ 一般質問
●６月23日㈮ 委員長報告、
 討論、採決

１月 ３月

２月

こんな活動していますこんな活動しています
総　務･･･総務常任委員会　　　　　　議　運･･･議会運営委員会　　　　基　地･･･基地対策特別委員会
産　経･･･産業経済常任委員会　　　　全　協･･･議会全員協議会　　　　いじめ･･･いじめ・虐待等社会問題対策特別委員会
教　福･･･教育福祉常任委員会　　　　広　報･･･広報特別委員会　　　　活性化･･･議会の活性化に関する検討会

  6日 広報（議会だより52号の編集）
 活性化（政務活動費）
12日 広報（議会だより52号の再編集）
 いじめ（調査研究）
 視察受入（小諸市：子育て支援）
13日 教福（各課報告）
17日 総務（各課報告）
 議運（第１回臨時会会期日程）
 活性化（政務活動費）
18日 視察受入（小野市：子育て支援）
19日 産経（各課報告）

  8日 議運（議事日程）
 全協（　　〃　　）
 本会議（常任委員選任他）
13日 教福（各課報告）
 活性化（政務活動費）
14日 広報（議会報告会）
17日 いじめ（調査研究）
21日 総務（各課報告）
28日 産経（　　〃　　）
 議運（第１回定例会会期日程）
 全協（　　　　　〃　　　　　）

  6日 議運（議事日程）
 全協（　　〃　　）
 本会議（開会、議案上程、提案理由説明）
 総務（付託案件の審査）
  9日 議運（一般質問発言順）
 活性化（議員定数、報酬）
15日 議運（議事日程）
 全協（　　〃　　）
 本会議（代表質問・一般質問）
16日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）
 総務（付託案件の審査）
17日 予算決算常任委員会全体会
 活性化（議員定数、報酬）
21日 教福、予算決算教福分科会（付託案件の審査）
22日 産経、予算決算産経分科会（付託案件の審査）
23日 総務、予算決算総務分科会（付託案件の審査）
24日 いじめ（調査研究）
27日 予算決算常任委員会全体会
 議運（第２回定例会会期日程他）
 活性化（議員定数、報酬）
28日 議運（議事日程）
 全協（　　〃　　）
 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
 広報（議会だより53号のレイアウト案）

広報特別委員会　委員長：嵐 昭夫　副委員長：田中大佐久　委員：開道 昌信、近藤  博、山本　悟、仙台 謙三、北村 周士


